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21,607
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水道施設 H19

1

施　策　指　標（単位）
①施策名 上下水道施設・資源による環境保全の推進

上下水道の施設・資源が有効活用され，環境負荷が低減されています。
指標①

（総合計画
に基づく指

標）

②施策目標
④
施
策
の
達
成
状
況

Ｂ

275,740

13,528

Ｂ

指標②

水道施設の二酸化炭素排出量削減率
（％）
【算出式】二酸化炭素削減量
1990年の水道施設全体の二酸化炭
素排出量

0130,119 A

指標③

事業の
方向性

(千円) (千円)

上下水道の施設・資源を有効活用し，環境負荷低減への適切な事業を選択し実施してい
る。

Ｈ２２

―---―指標④
（特記事項）

279,538施　策　事　業　費　合　計 289,268

　持続可能な循環型社会に貢献するため，下水道事業においては，既
に下水汚泥の100％リサイクルを達成している。水道事業において
も，浄水発生土を有効利用しており，今後も継続していく。

　市民の循環意識が高まっていることを踏まえ，今後も施策指標とし
て掲げた二酸化炭素排出量削減率（目標は京都議定書の倍以上）を達
成するため，計画的に事業を進める必要がある。

浄水場で発生する浄水汚泥を県内のセメント工場へ処理を委託し，セメント原料の一部として有効
利用していく。（目標値は，発生予定量である）

Ｂ

成
果
が
見
ら
れ
る
点

改
善
の
必
要
な
点

重点度
（Ａ～Ｃ）
※施策目標
に対する
寄与度

2,497

1,590

セメント工場に処理を委託した浄水
汚泥（ｔ）

1,570

731

2,097

説
明

1,205

実績値

太陽光発電及び小水力発電設備設置
（基）

1

活　動　指　標　等

不十分である

Ｈ２１

（70%未満）

減少している

達成していない概ね達成
●

目標値

Ｈ２１

事業費 事業費

Ｈ２２

Ｈ２０

―---―

Ｈ２１

2.7 3.5

2

太陽光発電設備については，平成２１年度に整備事業を完了したが，小水力発電設備については平
成２１年度に設置した今市送水管第3減圧所発電における効果や課題を十分に検証し，今後の整備
を検討する。

継続

継続

継続
今後もより良い手法を検討しながら，下水汚泥のリサイクル率100％を維持し，環境負荷低減を推
進していく。（目標は，発生予定量である）

継続

総合計画
　政策の柱

政策目標
（基本施策目標）

水道水の高品質化や安定給水，生活排水の適正処理などによ
り，市民の上下水道サービスの満足度が向上しています。

「上下水道サービスの質を高める」ため，水道水の品質を高め，安定的な給水を確保するための「水道水の安心給水
の推進」，快適な生活環境の確保と公共用水域の水質保全を図るための「下水の適正処理の推進」，環境負荷の低減
を図るための「上下水道施設・資源による環境保全の推進」，顧客満足度の向上や経営基盤の強化を図るための「顧
客重視経営の推進」に，重点的に取り組みます。

市民の快適な暮らしを支えるために
政策名

（基本施策
名）

上下水道サービスの質を高める

下水道施設管理課

実績値

担当課

2.7

14

③施策を
取巻く環境

（単年度目標）

市民の
施策重要

度

達成度

外部意見
その他

国・県等の
動向

3

2

施　策　カ　ル　テ
１　施策の位置付け

２　施策の現状と達成状況，課題の抽出

取組の
　基本方向

●

十分である

４　施策を構成する事務事業一覧

担当課

水道建設課

№ 事　　　業　　　名

4

1

浄水汚泥の有効利用

必要性・緊急性

（適切な事務事業
の選択，実施）

適切性

（住民・社会ニーズ）
横ばい⑥

施
策
の
評
価 ●

増加している

（90％以上） （70％～90％未満）

達成している

（政策目標への効果）

有効性

担当課

環境負荷低減対策事業

浄水汚泥

やや不十分であ
る

重点事業

３　今後の取組方針

⑧取組の
考え方

見直し事業

総論

開始
年度

● 十分である

Ｈ20
配水管理センター

下水道資源の有効活用

⑤
市
民
意
識
調
査
結
果

36.7% 76.2%
市民の
施策満足

度

22,083

26,534

H19

1,356

1,600

民間事業者に処理を委託した脱水汚
泥（ｔ）

H14

下水汚泥

資源化工場で溶融スラグ化した脱水
汚泥（ｔ）

下水道資源の有効活用
下水汚泥

下水道施設管理課

担当課

担当課

下水道施設管理課

地球温暖化が進行している現在，環境への負荷を軽減し，また，市民の環境意識向上を図
る上でも，上下水道局として環境保全事業に取り組むことは必要不可欠である。これま
で，浄水場の太陽光発電や，送水管の小水力発電など，環境負荷の低減に取り組んできた
が，今後も，費用対効果を踏まえながら，環境にやさしい事業運営を推進するとともに，
市民に対し，事業に対する関心を高めるＰＲの強化にも努めていくこと。

⑨政策評価
会議意見

実績値

施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針

地球温暖化の緊迫による社会への大きな影響を軽減するためにも，今後ますますクリーンエネルギーの有効利用対策が求められるため，各種施策を計画的に推進していく。

下水処理の過程で発生する，メタン等を多く含む消化ガスの有効活用など，下水道資源や上下水道施設を活用した新たな環境保全事業を検討していく。

環境負荷低減対策事業として設置した今市第３減圧所の小水力発電設備については，設置に伴う効果や稼動後に明らかとなった新たな課題等を十分に整理・検討し，今後さらなる発電量の向上を目指す。

対　　象　　者 目標値

達成率
(%)

目標値

Ｈ２４：目標

―---―

―---―

7.2

51.4%

#DIV/0!

#DIV/0!

―---―

―---―

―---―

14

目標値

14

目標値 目標値

実績値

8

実績値

環境保全意識が大きく高まる中，温室効果ガスの削減等の社会的なニーズは一定値で存
続しているため，横ばいとなっている。

⑦
現
状
分
析
と
課
題
の
抽
出

（

③
～

⑥
を
踏
ま
え
た
分
析
）

水道施設における太陽光発電設備等により一定の二酸化炭素削減が図られているが，水
道管に設置した小水力発電設備の稼働状況を踏まえて，既存設備の運用手法や今後の整
備時期等の見直しを行った。また，既存事業である「下水道資源有効活用」において
は，リサイクル率100％を達成している。

Ｈ２３Ｈ２２

目標値

実績値実績値

―---―

Ｈ１９：基準

上下水道資源の有効活用などの各事業の着実な推進が，基本施策目標の実現に大きく貢
献している。

不十分な事業が
一部ある

説
明

不十分な事業が
複数ある

説
明

環境保全意識が高まる中，国においては2009年9月に，温室効果ガス排出量を1990年比6％削減とする京都議定書の目標
を改め，25％削減とする目標を示し，さらに環境負荷の低減施策を進めている。

国庫補助事業制度が社会資本整備交付金となり，要望額を下回る内示状況となっていることから，公共工事が縮小されてい
る。このため，汚泥の建設資材へのリサイクル需要が減っている。

―---―

15,864

263,674

説
明

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

優先して力を入れていく
ことが求められる領域

見直し・効率化が
求められる領域

重点的な取組が一段落
したと考えられる領域

今後も力を入れていく
ことが求められる領域

高

　
重

要

度

　
低
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